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の HRP と比較して 91.5％に相当する色素を生成し，HRP に比肩できる活性を持つことが分







3） 種々の中心金属をもつ八臭素化ポルフィリンを固定したシリカゲルの HPLC 用充填剤
としての可能性を検討した．その結果，Zn2+-octabromo-tetrakis(4-carboxyphenyl)porphine 固定
化シリカゲルを充填したカラムは，無極性移動相中で，π 電子の関与する分散力によって，
















3） 種々の中心金属をもつ八臭素化ポルフィリンを固定したシリカゲルの HPLC 用充填剤
としての可能性を検討し，Zn2+-octabromo-tetrakis(4-carboxyphenyl)porphine 固定化シリカゲル
を充填したカラムは，無極性移動相中で，市販 PYE カラムよりも効率良く，π電子を持つ
試料を分離できる新規 HPLC 用カラムであることを明らかにしている． 
以上のように，金属八臭素化ポルフィリンの溶液，あるいは固定化担体の分析化学的な
応用を拡大することが出来ているので，この論文は．今後薬学の進歩に貢献すると考えら
れる．従って，本論文は，博士（薬学）に値する学位（博士）論文であると判定した． 
 
 
 
